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運
航
技
術
を
ど
こ
ま
で
導
入
で
き

る
か
を
確
認
す
る
実
証
実
験
を
行

う
た
め
、
必
要
な
機
器
を
装
備
し

て
出
港
し
た
。
実
験
内
容
は
、
船

の
乗
組
員
の
定
員
は
現
行
通
り
と

し
、
突
発
的
事
態
が
起
き
た
際
に

は
、
人
に
よ
る
操
船
に
切
り
替
え

る
前
提
で
、
港
で
の
離
着
岸
、
航

宮島（厳島）体験乗船
〈中・四国〉
各地で
スポーツイベントを開催

2 面

3 面

残
暑
が
続
く
こ
の
日
、
新
岡
山

港
を
訪
れ
た
11
人
の
全
日
本
海
員

組
合
執
行
部
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
関
係
者
と
共
に
国
際
両
備
フ
ェ

リ
ー
株
式
会
社
の
「
お
り
ん
ぴ
あ

ど
り
ー
む
せ
と
」
に
乗
船
し
た
。

２
０
１
９
年
に
就
航
し
た
「
お
り

ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
せ
と
」
は
、
僚

ラ
ム
に
沿
っ
て
航
行
す
る
状
況
を

視
察
し
「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む

せ
と
」
の
中
村
勝
船
長
や
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

離
島
航
路
船
の
「
お
り
ん
ぴ
あ

ど
り
ー
む
せ
と
」
で
の
洋
上
調
整

と
実
証
実
験
は
来
年
の
３
月
ま
で

続
け
ら
れ
、
２
０
２
６
年
に
か
け

て
、
既
存
内
航
コ
ン
テ
ナ
船
、
既

存
内
航
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
、
新
造
内
航

コ
ン
テ
ナ
船
の
３
隻
で
洋
上
調
整

と
実
証
実
験
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
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無
人
運
航
船
に
よ
る
自
律
航
行

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
間
の
タ
ス
ク

を
高
度
な
シ
ス
テ
ム
に
担
わ
せ
る

こ
と
で
人
間
の
弱
点
を
補
い
、
経

験
の
差
を
埋
め
る
こ
と
に
あ
る
。

加
齢
に
よ
る
能
力
の
低
下
、
集
中

力
の
継
続
、
複
雑
作
業
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
、
高
度
な
シ
ス
テ
ム

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
船
員

の
労
働
負
荷
（
労
働
時
間
・
精
神

的
負
担
）
を
軽
減
す
る
。

避
航
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
（
夜
間
や
視
界
不

良
時
の
情
報
収
集
は
困
難
で
あ
る

が
、
画
像
認
識
と
処
理
技
術
を
活

用
し
、
見
え
な
い
物
標
や
見
え
に

く
い
物
標
を
明
確
に
見
え
る
よ
う

に
し
て
情
報
収
集
を
支
援
）、
セ

ン
サ
ー
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
、
船

船
「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
」
と

と
も
に
新
岡
山
港
と
小
豆
島
土
庄

港
間
の
約
24
㎞
を
片
道
70
分
で
結

ん
で
い
る
。
旅
客
定
員
は
５
０
０

人
で
、
乗
用
車
60
台
を
搭
載
で
き

る
。こ

の
航
路
は
離
島
の
生
活
航
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
自
律

行
中
の
監
視
警
戒
や
行
き
交
う
船

舶
と
の
回
避
を
自
律
化
な
ど
で
実

施
し
た
。

視
察
で
は
船
内
で
最
初
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
で
説
明
を
受
け

た
後
、
船
橋
（
ブ
リ
ッ
ジ
）
に
昇

橋
し
、
船
舶
が
出
港
し
た
後
、
着

岸
直
前
ま
で
自
律
航
行
の
プ
ロ
グ

が
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
航
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
、
船
の

乗
組
員
の
多
忙
で
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
軽
減
す
る
こ
と
を
一
つ
の

目
標
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
海
難
事
故

を
削
減
し
、
究
極
的
に
は
「
海
難

事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
担
う
桑
原

悟
さ
ん
は
、
日
本
郵
船
株
式
会
社

の
船
長
経
験
者
で
、
株
式
会
社
日

本
海
洋
科
学
の
執
行
役
員
・
運
航

技
術
グ
ル
ー
プ
長
の
肩
書
を
持
っ

て
い
る
。
桑
原
悟
さ
ん
は
「
船
員

が
今
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
船
で
働
く
人
が
楽
に
な
っ
て

事
故
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
語
り
、
視
察
で
乗
船
し
た

本
組
合
執
行
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
答
え
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
せ
と
」

が
目
的
地
の
小
豆
島
土
庄
港
に
入

港
す
る
と
、
着
桟
岸
壁
の
直
前
ま

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
船
が
行
わ
れ
、

岸
壁
に
着
桟
す
る
係
船
作
業
は
人

に
よ
る
通
常
操
船
シ
ス
テ
ム
に
切

り
替
え
て
、
中
村
勝
船
長
が
ス
ム

ー
ズ
に
本
船
を
着
桟
さ
せ
た
。

今
後
、
船
舶
運
航
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
器
開
発
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
労
務
負
担
の
軽
減
や

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
回
避
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
自
動
運
航
、
と
り
わ

け
無
人
化
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

対
し
て
は
、
相
当
困
難
が
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
技
術
開
発
の

進
展
へ
の
期
待
と
合
わ
せ
て
、
安

易
な
定
員
削
減
に
よ
る
海
難
事
故

発
生
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
が
中
心
と
な
り
、
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
る
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ
Ｅ

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
」
の
自
律
航
行
を
担
う
船
舶
の
実
証
実
験
が
９
月
16
日
と
17
日
に
行
わ
れ
、
国
土
交
通
省
と
共
に
全
日

本
海
員
組
合
の
執
行
部
が
視
察
し
た
。
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
船
舶
の
事
故
防
止
、
海
運
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消
、

離
島
航
路
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
２
０
４
０
年
に
は

現
在
比
30
％
の
船
員
不
足
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
無
人
運
航
船
を
社
会
実
装
す
る
こ
と
で
船
員
不
足
に
対
応
す
る
ほ
か
、
船
舶

の
安
全
性
の
向
上
と
安
定
的
な
物
流
を
支
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
の
実
証
実
験
を
視
察

新岡山港と
小豆島の
土庄港を結ぶ
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英
彦
中
央
執
行
委
員
が
主
催
者
代

表
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
山
下
智

之
広
島
県
議
会
議
員
（
副
議
長
）、

新
田
茂
美
廿
日
市
市
議
会
議
員

（
議
長
）、
本
組
合
政
治
参
与
の
中

原
好
治
広
島
県
議
会
議
員
か
ら
来

片
道
約
30
分
を
か
け
無
事
に
み

や
じ
マ
リ
ン
宮
島
水
族
館
へ
到
着

し
た
児
童
は
、
ラ
イ
ブ
プ
ー
ル
へ

移
動
し
、
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
だ
。
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
が
終
わ
り

昼
食
休
憩
に
入
る
と
、
児
童
は
持

午
前
８
時
50
分
に
宮
島
口
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
前
に
集
合
し
、
全
員

で
宮
島
松
大
汽
船
株
式
会
社
の
フ

ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
宮
島
に
渡
っ

た
。
開
会
式
は
宮
島
の
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
前
で
行
わ
れ
、
平
岡

賓
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
児
童
代
表
か
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
児
童
は
３
班
に
分

か
れ
、
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
み

や
じ
マ
リ
ン
宮
島
水
族
館
へ
向
か

っ
た
。

参
し
た
お
弁
当
を
食
べ
、
昼
食
を

済
ま
せ
た
児
童
か
ら
水
族
館
内
を

見
学
し
、
魚
の
生
態
な
ど
を
学
ん

だ
。水

族
館
見
学
を
終
え
た
児
童
は

「
大
島
丸
」
に
乗
船
す
る
た
め
、

30
分
を
か
け
移
動
し
た
。「
大
島

丸
」
に
乗
船
し
ポ
ー
ト
デ
ッ
キ
・

プ
ー
プ
デ
ッ
キ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
デ
ッ
キ
の
３
班
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
で
出
港
の
よ
う
す
を
見
学

し
た
。「
大
島
丸
」
が
出
港
す
る

と
乗
組
員
の
誘
導
に
従
い
、
操
舵

室
・
機
関
室
・
居
住
区
を
見
学
。

操
舵
室
で
は
、
初
め
て
見
る
レ
ー

ダ
ー
や
電
子
海
図
に
興
味
を
示
し

た
ほ
か
、
双
眼
鏡
を
覗
き
、
自
分

た
ち
の
学
校
や
自
宅
を
探
す
な
ど

し
て
い
た
。
ま
た
、
機
関
室
で

は
、
乗
組
員
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
児
童
か
ら
▽
何
ノ
ッ
ト
で
動

い
て
い
る
の
か
▽
ピ
ス
ト
ン
は
１

分
間
に
何
回
動
い
て
い
る
の
か
―

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

船
内
見
学
が
終
わ
り
デ
ッ
キ
に

出
る
と
、
友
達
と
風
景
を
楽
し
む

な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し

方
で
航
海
中
の
「
大
島
丸
」
を
楽

し
ん
だ
。

「
大
島
丸
」
が
宮
島
桟
橋
に
着

桟
す
る
と
桟
橋
に
整
列
し
、
中
村

泰
裕
船
長
へ
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
「
大
島
丸
」
か
ら
は
児
童
全

員
に
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。そ

の
後
の
閉
会
式
で
は
、
児
童

代
表
か
ら
「
本
日
は
、
私
た
ち
の

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
す
て
き
な

機
会
を
も
う
け
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日

一
日
、
学
校
で
は
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
ば
か
り
で
、
と
て
も
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
操
縦
室
や
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

な
ど
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
場
所
を
間
近
で
見
学
で
き
た
こ

と
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
機
関
室
や
大
島
丸
の
船
内

に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

こ
の
体
験
乗
船
を
通
し
て
、
海
で

働
く
方
々
の
仕
事
の
魅
力
も
、
見

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見

学
や
体
験
を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ

と
・
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
学
習
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
無
事
に
終
了
し

た
。

小学５年生の児童１０６人が体験乗船
宮島（厳島）宮島（厳島）宮島（厳島）

練
習
船「
大
島
丸
」で
、め
ざ
せ
将
来
の
航
海
士
・
機
関
士

９
月
５
日
、
残
暑
の
厳
し
い
な
か
、
広
島
県
廿
日
市
市
で
海
員
組
合
主
催
の
「
宮
島
（
厳
島
）
体
験
乗
船
」
を
開
催
し
、

広
島
県
廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
５
年
生
１
０
６
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
体
験
乗
船
は
、
港
町
に
お
け
る
船
と
港
と
船
員
の
重
要
性
を
子
ど
も
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企

画
し
、
廿
日
市
市
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
公
益
財
団
法
人
中
国
海
事
広
報
協
会
の
後
援
の
も
と
、
中
国
運
輸
局
、
大
島
商

船
高
等
専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
、
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
練
習
船
「
大
島
丸
」
を
利
用
し
て
開
催
し
た
。
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みやじマリン宮島水族館見学みやじマリン宮島水族館見学みやじマリン宮島水族館見学

機関室見学機関室見学機関室見学

水族館のアシカショー水族館のアシカショー水族館のアシカショー

練習船・大島丸練習船・大島丸練習船・大島丸

操舵室見学

広島県廿日市市 広島県廿日市市 広島県廿日市市 
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第
11
回
室
蘭
地
区

漁
船
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

８
月
28
日
、
Ｇ
ｉ
Ｇ
О
ボ
ウ
ル

室
蘭
で
、
組
合
主
催
の
第
11
回
室

蘭
地
区
漁
船
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
36
人
が
参
加
し
た
。
ゲ
ー

ム
は
各
船
２
チ
ー
ム
の
計
８
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
２
ゲ
ー
ム
の
平
均

得
点
に
よ
る
団
体
戦
と
、
２
ゲ
ー

ム
の
合
計
得
点
に
よ
る
個
人
戦
で

競
い
合
っ
た
。

は
じ
め
に
山
﨑
秀
和
北
海
道
地

方
支
部
長
が
「
出
漁
を
目
前
に
控

え
て
い
る
の
で
、
ケ
ガ
に
は
十
分

留
意
し
て
懇
親
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
若
杉

健
太
北
海
道
地
方
支
部
在
籍
専
従

執
行
部
員
が
、
注
意
事
項
と
ル
ー

ル
を
説
明
し
た
。

ゲ
ー
ム
が
開
始
さ
れ
る
と
笑
い

声
や
歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で
湧
き
起

こ
り
、
白
熱
し
た
勝
負
が
繰
り
広

利
斗
さ
ん
の
始
球
式
で
ゲ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

各
参
加
者
の
ス
コ
ア
は
拮
抗

し
、
最
後
ま
で
白
熱
し
た
展
開
と

な
る
な
ど
参
加
者
全
員
が
終
始
笑

顔
で
楽
し
ん
だ
。

ゲ
ー
ム
の
結
果
は
、
２
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
２
４
８
点
で
函
館
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
徳
満
一

馬
さ
ん
が
優
勝
し
、
第
２
位
は
青

函
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
島
本
威

吹
さ
ん
、
第
３
位
も
青
函
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
の
小
西
涼
介
さ
ん
と

な
っ
た
。
表
彰
式
で
は
、
入
賞
者

が
賞
品
を
受
け
取
る
と
、
会
場
は

参
加
者
の
温
か
い
拍
手
で
包
ま
れ

て
大
会
を
終
え
た
。

《
道
南
支
部
＝
発
信
》

第
11
回
石
巻
地
区

海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

７
月
28
日
、
石
巻
市
の
プ
レ
ナ

ミ
ヤ
ギ
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

げ
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み

せ
る
な
ど
親
睦
を
深
め
た
。

団
体
戦
の
優
勝
に
輝
い
た
の
は

２
ゲ
ー
ム
の
平
均
ス
コ
ア
１
１
２

点
の
第
八
十
二
萬
漁
丸
Ａ
チ
ー
ム
、

準
優
勝
は
ス
コ
ア
１
１
１
点
の
第

八
十
一
萬
漁
丸
Ａ
チ
ー
ム
、
３
位

は
ス
コ
ア
１
１
０
点
の
第
十
一
萬

漁
丸
Ｂ
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。
個
人

戦
の
優
勝
は
ス
コ
ア
２
９
０
点
の

第
十
一
萬
漁
丸
漁
労
長
の
住
岡
誠

さ
ん
で
、
参
加
者
に
祝
福
さ
れ
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
終
え
た
。

《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

海
員
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

白
熱
の
ゲ
ー
ム
、終
始
笑
顔
で

８
月
７
日
、
ボ
ウ
ル
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
で
海
員
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
27
人
が
参
加
し
た
。
は

じ
め
に
若
松
信
弘
道
南
支
部
長
代

理
が
あ
い
さ
つ
と
ル
ー
ル
を
説
明

し
た
後
、
組
合
員
家
族
の
徳
満
桜

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
、
沖
合

底
引
き
網
漁
船
の
組
合
員
26
人
が

参
加
し
、
始
球
式
は
組
合
員
家
族

の
茂
木
永
真
く
ん
が
投
球
し
、
和

や
か
に
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
の
結
果
、
優

勝
は
第
三
十
七
八
興
丸
の
山
下
力

輝
さ
ん
で
、
第
２
位
は
第
八
十
六

龍
神
丸
の
大
橋
玲
月
さ
ん
、
第
３

位
は
同
点
で
第
八
十
三
栄
久
丸
の

永
沼
拓
洋
さ
ん
と
第
五
十
七
大
吉

丸
の
髙
橋
直
樹
さ
ん
の
２
人
と
な

っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
来
年
は
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
笑
顔
で
ゲ
ー
ム
を
終
え

た
。

《
東
北
地
方
支
部
＝
発
信
》

八
戸
地
区

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

８
月
６
日
、
八
戸
市
の
「
ゆ
り

の
木
ボ
ウ
ル
」
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
八
戸
地
区
の
沖
合
底
引
き
網

漁
船
組
合
員
27
人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

甲
斐
忠
行
八
戸
支
部
長
が
、
あ
い

さ
つ
と
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、
競

技
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ

ア
の
時
に
は
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、

嶋
脇
漁
業
株
式
会
社
の
第
六
十
二

新
生
丸
の
平
山
拓
哉
さ
ん
が
ト
ー

タ
ル
２
５
６
ピ
ン
で
優
勝
を
飾
り
、

参
加
者
か
ら
来
年
も
参
加
し
た
い

な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
終
え
た
。

《
八
戸
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
年
10
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会
議
長　
　
　
齋
藤
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

一
、２
０
２
５
年
10
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

０
３
関
東

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
中
村
将
志

関
東
地
方
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員

０
５
中
・
四
国

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
桑
田
槙
之
介
中
四
国
地
方
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

０
２
６
小
名
浜
地
区
組
合
員

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
竹
中
直
人　
　
福
島
汽
船

機
関
長

０
２
９
川
崎
汽
船　
　
（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
熊
﨑
幹
也　
　
川
崎
汽
船

機
関
長

０
３
６
関
東
地
区
内
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
大
井
拓
海　
　
近
郵
船
舶
管
理

二
等
航
海
士

０
４
０
共
同
船
舶　
　
（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
寺
本
陽
一　
　
共
同
船
舶

二
等
機
関
士

以
上

北海道地方支部北海道地方支部北海道地方支部 室蘭地区室蘭地区室蘭地区

東北地方支部東北地方支部東北地方支部

道南支部道南支部道南支部

八戸支部八戸支部八戸支部

石巻地区石巻地区石巻地区

ボウリングで懇親を深める
海員スポーツイベント海員スポーツイベント海員スポーツイベント

北海道 道南 東北 八戸

海員スポーツイベント

第80年度 受賞者発表
（2024年8月～2025年7月）

ゴルフ部門

優勝

木村啓司さん
（中・四国）

２位

平野勝則さん
（高松）

３位

馬越貞行さん
（愛媛）

ボウリング部門

優勝

瀬田石武さん
（八戸）

２位

兵頭拓斗さん
（沖縄）

３位

村濱碁修さん
（鹿児島）

おめでとう
ございます
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８
月
16
日
、
神
奈
川
県
三
浦
市

民
ホ
ー
ル
で
全
日
本
海
員
組
合
三

崎
支
部
が
主
催
団
体
に
参
画
し

て
い
る
令
和
７
年
度
海
上
殉
難
者

慰
霊
祭
の
式
典
が
し
め
や
か
に
執

会
な
ど
７
団
体
で
、
三
崎
港
発
展

の
礎
に
な
っ
た
漁
業
者
の
死
を
悼

み
、
慰
霊
祭
に
は
肉
親
や
縁
者

を
海
難
事
故
で
失
っ
た
関
係
者
な

ど
多
く
の
市
民
が
焼
香
し
、
今
は

亡
き
知
人
や
同
僚
の
冥
福
を
祈
っ

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

今
年
は
三
国
船
員
会
役
員
を

は
じ
め
、
三
国
港
底
曳
船
船
長
組

合
舩
木
秀
二
組
合
長
な
ど
、
関
係

者
が
出
席
し
、
底
引
き
網
漁
船
で

尊
い
命
を
亡
く
し
た
船
員
の
御
霊

に
、
地
元
「
永
正
寺
」
の
住
職
に

よ
る
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
お
経
が

唱
え
ら
れ
、
尊
い
犠
牲
を
教
訓
に

今
後
こ
の
よ
う
な
悲
し
み
を
繰
り

返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
決
意
を
新

た
に
、
航
海
の
安
全
、
海
難
事
故

撲
滅
に
な
お
一
層
の
努
力
を
傾
注

し
て
行
く
こ
と
を
誓
い
祈
願
し
た
。

《
北
陸
支
部
＝
発
信
》

り
行
わ
れ
、
参
列
者
は
合
祀
者

７
５
７
柱
に
こ
う
べ
を
垂
れ
、
改

め
て
冥
福
を
祈
っ
た
。

海
上
殉
難
者
慰
霊
祭
の
主
催

団
体
は
、
三
浦
市
と
全
日
本
海
員

組
合
三
崎
支
部
、
三
崎
鮪
船
主
協

た
。
慰
霊
祭
の
後
、
灯
籠
流
し
が

行
わ
れ
、
波
間
に
揺
れ
る
灯
籠
に

手
を
合
わ
せ
た
。

委
員
長
を
務
め
る
出
口
嘉
一
三

浦
市
長
は
追
悼
の
言
葉
の
中
で

「
三
崎
港
は
洋
上
で
不
屈
の
精
神

を
発
揮
し
た
漁
業
者
の
努
力
に
支

え
ら
れ
た
。
水
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
水
産

業
の
発
展
こ
そ
が
諸
霊
に
報
い
る

手
だ
て
。
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
」
と
三
崎
港
発
展
に
向
け

て
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
霊
前

に
誓
っ
た
。

三
浦
商
工
会
議
所
は
「
遺
族
の

心
中
は
察
し
て
余
り
あ
る
。
海
難

事
故
撲
滅
に
心
新
た
に
取
り
組

む
」
と
弔
意
を
述
べ
た
。
ま
た
、

神
田
眞
弓
三
浦
市
議
会
議
長
は

「
高
齢
化
や
資
源
減
少
な
ど
水
産

業
は
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
、
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
洋
上

で
働
く
漁
業
者
が
無
事
に
帰
港
す

る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
ご
遺
族

や
関
係
者
は
深
い
悲
し
み
に
包
ま

れ
て
い
る
が
、
一
丸
と
な
っ
て
水

産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
り
か
け
た
。

三
崎
港
前
の
海
上
に
流
さ
れ
た

灯
籠
に
は
「
海
上
安
全
」「
大
漁

祈
願
」
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
、
船

形
の
灯
籠
は
千
羽
鶴
な
ど
で
覆
わ

れ
、渡
し
船
に
積
み
込
ま
れ
た
後
、

三
崎
港
と
城
ヶ
島
の
中
間
地
点
か

ら
流
さ
れ
、
周
囲
の
建
物
の
灯
り

に
照
ら
し
出
さ
れ
た
灯
籠
が
波
間

を
漂
っ
た
。
《
三
崎
支
部
＝
発
信
》

ɤ
׎
ᑔ
員
ശ
Ꮀ
ᡙ
ल
ඥ
ᙲ

９
月
27
日
、
殉
職
し
た
三
国
底

引
き
網
漁
船
乗
組
員
の
殉
職
追
悼

法
要
を
執
り
行
っ
た
。
追
悼
法
要

は
、
毎
年
、
秋
彼
岸
の
第
４
土
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
。
遺
族
の
方

々
へ
は
、
追
悼
法
要
の
案
内
を
送

付
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
実
情
も
あ
り
、
参
列
者
が

船員の御霊に
哀悼の誠をささぐ

大洋エーアンドエフ株式会社大洋エーアンドエフ株式会社大洋エーアンドエフ株式会社

東尋坊 三国港三国港三国港

デッキ風景デッキ風景デッキ風景

船橋の機器船橋の機器船橋の機器

三崎支部 北陸支部

三国港三国港三国港北陸支部

三崎港三崎港三崎港三崎支部

海上殉難者慰霊祭海上殉難者慰霊祭海上殉難者慰霊祭 三崎支部

岡谷洋一漁労長のあいさつ岡谷洋一漁労長のあいさつ岡谷洋一漁労長のあいさつ

船員殉職者の追悼行事船員殉職者の追悼行事船員殉職者の追悼行事

第八大都丸が出航
アンゴラ沖でカニ籠操業

７
月
19
日
、
大
洋
エ
ー
ア
ン
ド

エ
フ
株
式
会
社
所
有
の
カ
ニ
籠
漁

船
「
第
八
大
都
丸
」
が
清
水
港
興

津
岸
壁
か
ら
、
操
業
の
た
め
ケ

ー
プ
タ
ウ
ン
に
向
け
出
航
し
た
。

「
第
八
大
都
丸
」
は
１
９
９
４
年

の
建
造
以
降
、
長
年
に
渡
り
遠
洋

マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
と
し
て
操
業

し
、
活
躍
し
て
き
た
。

一
方
、
２
０
０
８
年
か
ら
投
入

し
て
い
た
カ
ニ
籠
漁
船
「
第
一
清

良
丸
」
は
、
船
齢
約
38
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
や
、
乗
組
員
の
居

住
・
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め

「
第
一
清
良
丸
」
の
代
替
船
と
し

て
「
第
八
大
都
丸
」
が
遠
洋
マ
グ

ロ
は
え
縄
漁
船
か
ら
カ
ニ
籠
漁
船

と
し
て
竣
工
し
た
。

静
岡
県
西
伊
豆
町
に
あ
る
藤
高

造
船
株
式
会
社
で
、
縄
を
揚
げ
る

ラ
イ
ン
ホ
ー
ラ
ー
や
、
籠
を
船
首

か
ら
船
尾
へ
移
動
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
ポ
ッ
ト
リ
フ
タ
ー
の
取
り

付
け
、
獲
っ
た
マ
ル
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
船
上
で
加
工
す
る
た
め
の
脱
甲

機
、
脱
血
タ
ン
ク
・
ボ
イ
ル
・
冷

却
タ
ン
ク
間
の
原
料
移
送
の
た
め

ク
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
船
体
お

よ
び
設
備
機
器
の
改
造
工
事
が
行

わ
れ
、
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
仕
様

か
ら
カ
ニ
籠
仕
様
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

出
港
時
は
、
会
社
や
造
船
所
関

係
者
な
ど
多
く
の
人
々
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
安
全
航
海
を
祈
念
す

る
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
に
向
け
出
航
し
て
い
っ
た
。

本
船
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
へ
入
港

し
た
後
、
本
操
業
の
乗
組
員
を
派

遣
し
、
係
船
し
て
い
る
「
第
一
清

良
丸
」
か
ら
資
機
材
の
移
設
を
行

っ
た
上
で
ナ
ミ
ビ
ア
を
経
由
し
、

10
月
初
旬
ご
ろ
ア
ン
ゴ
ラ
沖
で
の

操
業
に
向
け
出
港
予
定
。

漁
獲
さ
れ
た
マ
ル
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

は
、
船
内
で
加
工
・
冷
凍
さ
れ
た

後
、
大
部
分
は
北
海
道
富
良
野
市

に
あ
る
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

北
日
本
富
良
野
工
場
で
缶
詰
製
品

と
な
り
、
私
た
ち
の
食
卓
に
提
供

さ
れ
る
。

《
三
崎
支
部
＝
発
信
》




